
 

令和４年度 第２回 下阿多古小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年 ７月 ４日（月） １３時３０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  下阿多古小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  出野 光雄、 野澤 講一、 大石 欽也、 坪井 道男、 新井 惠美子、 

内山 達也、 市川 紀史、 武田 あゆみ 

４ 欠 席 委 員  大桒 智恵、 玉ノ木 基泰 

５ 学   校  大石 浩史（校長）、 河合 享子（教頭）、 沖 みどり（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  堀田 洋一（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

 

８ 協 議 事 項   

（１） 議長の選出について 

（２） 前回の会議録確認について 

（３） これまで行われてきた地域との連携活動について 

（４） その他について 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 沖 みどり 

10 会 議 記 録 

司会の河合教頭から、委員総数１０人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会

議が成立している旨の報告があった。 

  

（１） 議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、会長から自薦する旨の発言があ

り、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２） 前回の会議録確認について 

司会から、別紙資料に基づき第１回下阿多古小学校運営協議会会議録について説明があり、

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３） これまで行われてきた地域との連携活動について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づきこれまで行われてきた地域との連携活動に

ついて説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・  地域支援の方との連絡係を、教頭先生より引継ぎ、学校支援コーディネーターの仕事を

スタートさせた。田植え体験にも初めて参加させていただき、自然環境のすばらしさに改

めて感動した。ただ、ＰＴＡ役員の参加はあったものの、共働きのせいか親世代の参加が

認められず、どのようにしたら出席していただけるかが今後の課題である。本年度 



 

 

は、そうした現状をまず把握していくことが大事だと思う。また、支援活動をお願いする

にあたり、親世代・祖父母世代に募ったところ、「何をしたらいいのか」「邪魔になってし

まわないか」「子供や孫が学校に通っていなくても参加してもいいのか」等の心配や考えが

あることがわかった。今後はそのような考えを理解し、解決していく必要があると思う。（武

田委員） 

・  田植えに関しては、支援してくださる方が増えれば、じっくり時間を設けて子供たちに

細かく指導することが可能となる。たとえば、苗の本数を、なぜその本数で植えるのか、

その理由までも教えることができればと思う。（大石副会長） 

・  田植えに関しても、稲刈りに関しても、毎年、保護者は共働き等の理由で参加できない

人が多い。（坪井委員） 

・  今回、田植えに参加してみて、支援してくださっている方のご指導には敬服した。ただ、

児童数に対しての支援者数が少ないため、細かい指導ができないでいるように思われる。

植え方や刈り方をビデオ等を使って事前に教えることが出来ればいいと思った。（野澤会

長） 

・  今後のため、毎年、支援活動の記録をノートにつけ、学校へ保管してはどうかと思う。（出

野委員） 

・  いずれにしても地域の方への声掛け、青葉会への声掛けは重要であり、努力すべきこと

であると思う。少しづつでも各行事の活性化を図り、実績を残していきたい。今後の活動

としては、稲刈りに重点をおいて活動していけばいいと思う。（内山委員） 

・  稲刈りの前にすがい作りがあり、この支援には経験者が必要となってくる。（大石副会長） 

・  すがい作りは毎年、５・６年生と活動をするが、すべて手作業のため支援する方を増や

しても経験者でないと指導は難しい。今後、できれば年に一人づつでもできる方が参加し

ていただいて、継承していってくれたらと思う。（坪井委員） 

    協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（４） その他について 

議長により、その他議案について諮ったところ、委員からは、以下の発言があった。 

・  外部人材の方との交渉及び電話連絡の際、活動を広く浸透させるため、「あゆっ子応援団」

という名称を使用したい。（武田委員） 

・  確認事項として、「学校運営協議会」が「あゆっ子応援団」という別名で活動をしていく

わけではなく、あくまでも支援人材募集のための名称として使用するだけという認識でい

いのか。（教育委員会） 

・  ご認識の通り、別の組織として活動する予定。地域の方からの理解をえるために、何事

もわかりやすくしていきたい。募集に関しても、内容の明確化を図り、配布用紙も用意し

ようと考えている。（武田委員） 

 



 

・  別紙「体育振興会の活動について」、開催行事への小学生参加をお願いしたい。また、令

和５年度への意見として、自治会との合同体育祭を開催できないか、今後学校側との協議

を要望したいと思う。（内山委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 

 

  その他報告事項等 

司会から、次回会議は、令和４年１１月１１日（金）午後１時３０分から会議室で開催する

旨の報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


